
がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

中
耳
炎

脳・神経
の病気

循環器
と血液
の病気

診療最前線

骨・関節
の病気
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る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
生
活
へ
の
負
担

も
少
な
い
。

　

鼓
室
形
成
術
で
は
、総
数
、鼓
膜
穿
孔

閉
鎖
率
、
聴
力
改
善
率
と
も
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
兵
庫
医
科
大
学
病
院
。
大

学
病
院
と
し
て
は
毎
年
全
国
1
位
の
手

術
数
を
誇
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
病
状
に
よ
っ
て
は
手
術

を
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

い
う
。「
例
え
ば
、
高
齢
の
方
で
、
真
珠

腫
が
あ
っ
て
も
耳
だ
れ
が
出
て
お
ら
ず
、

手
術
を
し
て
も
年
齢
的
に
聴
力
の
改
善

が
期
待
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
患
者

さ
ん
と
話
し
合
い
、
手
術
を
行
わ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
」。
患
者
さ
ん
の
生

活
や
健
康
状
態
を
一
番
に
考
え
て
い
る

姿
勢
が
伺
え
る
。

　

耳
は
構
造
的
に
、外
耳
・
中
耳
・
内
耳

の
３
つ
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
私

た
ち
が
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

耳
介
と
呼
ば
れ
る
部
分
か
ら
鼓
膜
ま
で

が
外
耳
で
、
鼓
膜
ま
で
の
音
の
通
り
道

を
外
耳
道
と
呼
ぶ
。
鼓
膜
か
ら
内
耳
ま

で
の
部
分
が
中
耳
で
、
鼓
室
と
呼
ば
れ

る
空
間
に
、
鼓
膜
の
振
動
を
内
耳
に
伝

え
る
３
つ
の
小
さ
な
骨（
耳
小
骨
）が
あ

る
。
最
も
耳
の
深
部
に
あ
る
の
が
内
耳

で
、
中
耳
か
ら
伝
え
ら

れ
た
音
を
受
け
取
る
蝸

牛
と
平
衡
感
覚
を
維
持

す
る
三
半
規
管
、
前
庭

か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

中
耳
炎
と
は
、
中
耳

に
あ
る
鼓
膜
の
内
側

に
鼻
か
ら
耳
管
を
経
由

し
て
細
菌
が
入
っ
て

起
こ
る
感
染
症
の
こ

と
で
、
主
に
耳じ

漏ろ
う（
耳

だ
れ
）や
耳
痛
、
難
聴
、

耳
が
ふ
さ
が
っ
た
よ

う
な
耳
閉
感
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
の
が

特
徴
だ
。

　

急
性
中
耳
炎
は
、
風
邪
に
よ
る
の
ど

や
鼻
の
炎
症
な
ど
が
原
因
で
起
こ
り
、

中
耳
内
に
た
ま
っ
た
膿
が
鼓
膜
を
圧
迫

す
る
た
め
、強
い
痛
み
や
発
熱
が
あ
る
。

主
に
1
～
3
歳
の
乳
幼
児
に
多
い
。
耳

鼻
咽
喉
科
の
阪
上
雅
史
主
任
教
授
は「
抗

生
物
質
を
飲
め
ば
1
週
間
く
ら
い
で
治

ま
り
ま
す
が
、
こ
こ
20
年
の
間
に
耐
性

菌
が
出
現
し
、
患
者
さ
ん
の
10
～
20
%

は
難
治
化
・
反
復
化
し
ま
す
」と
話
す
。

こ
の
た
め
、
初
期
治
療
に
お
い
て
は
適

切
な
抗
生
物
質
の
投
与
が
大
切
で
、
重

症
の
場
合
は
膿
を
取
り
出
す
鼓
膜
切
開

術
が
必
要
と
な
る
と
い
う
。「
ま
た
、急

性
中
耳
炎
に
か
か
っ
た
後
、
病
原
菌
が

残
っ
て
い
る
と
、
完
治
ま
で
に
数
か
月

～
数
年
も
か
か
る
滲
出
性
中
耳
炎
や
慢

性
中
耳
炎
に
移
行
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
」。

　

幼
児
～
小
学
生
に
多
い
滲
出
性
中
耳

炎
は
、
貯
留
液
や
滲
出
液
と
呼
ば
れ
る

る
。
症
状
と
し
て
は
耳
漏
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
病
状
が
進
む
と
、
顔
面
神
経
麻

痺
や
感
音
難
聴
、
と
き
に
は
髄
膜
炎
な

ど
の
重
い
合
併
症
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
原
因
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、

中
年
以
降
に
多
い
病
気
だ
が
、
若
い
と

進
行
が
早
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。
唯

一
の
治
療
法
が
手
術
と
な
る
が
、
再
発

し
や
す
い
の
で
、
症
例
に
よ
っ
て
は
段

階
手
術
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
術
後
も

5
～
10
年
は
定
期
検
査
が
必
要
と
な
る
。

　

慢
性
中
耳
炎
と
真
珠
腫
性
中
耳
炎
の

場
合
、
病
巣
を
摘
出
し
た
後
、
開
い
た

鼓
膜
の
穴
を
閉
じ
、
耳
小
骨
を
再
形
成

し
て
聴
力
を
改
善
す
る「
鼓
室
形
成
術
」

と
呼
ば
れ
る
手
術
が
行
わ
れ
る
。

　
「
多
彩
な
真
珠
腫
性
中
耳
炎
の
病
態
に

対
し
、兵
庫
医
科
大
学
病
院
で
は
、外
耳

道
保
存
型
鼓
室
形
成
術
と
外
耳
道
削
除

型
鼓
室
形
成
術
を
基
本
に
、
年
齢
や
職

種
、聴
力
、耳
漏
や
合
併
症
の
有
無
な
ど

患
者
さ
ん
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
や
病

状
を
見
な
が
ら
、
最
適
な
手
術
法
を
選

択
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
真
珠
腫

性
中
耳
炎
で
多
い
局
所
再
発
率
も
10
％

以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」。

手
術
時
の
麻
酔
は
、全
身
・
局
所
の
ど
ち

ら
で
も
可
能
だ
が
、
真
珠
腫
性
中
耳
炎

の
場
合
は
手
術
に
2
～
3
時
間
ほ
ど
か

か
る
た
め
、
原
則
と
し
て
全
身
麻
酔
を

か
け
る
と
い
う
。「
鼓
室
形
成
術
は
ほ
ぼ

確
立
さ
れ
た
治
療
で
安
全
な
の
で
、
安

心
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
」と
阪
上
教
授
。

な
る
べ
く
患
者
さ
ん
の
日
常
生
活
の
リ

ズ
ム
を
乱
さ
な
い
よ
う
、
入
院
期
間
は

1
週
間
弱
で
、
基
本
的
に
耳
後
部
の
剃

毛
は
せ
ず
、
通
院
回
数
も
少
な
く
済
む

よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
立
場
に
配
慮
し
た
医
療

を
心
が
け
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

軽
い
慢
性
中
耳
炎
に
は「
接
着
法
」と

呼
ば
れ
る
手
術
を
用
い
る
。
血
液
を
原

料
と
し
た
フ
ィ
ブ
リ
ン
糊
と
い
う
接
着

剤
で
、
外
耳
道
か
ら
鼓
膜
の
穴
の
ふ
ち

と
皮
下
組
織
を
貼
り
付
け
る
手
術
だ
。

こ
れ
は
日
本
で
考
案
さ
れ
た
術
式
で
、

阪
上
教
授
は
2
0
0
7
年
～
2
0
1
1

年
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

に
お
い
て
、
考
案
者
で
あ
る
湯
浅
涼
医

師（
仙
台
中
耳
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
）と
共

同
で「
接
着
法
」の
教
育
コ
ー
ス
を
持
つ

ほ
ど
の
権
威
。
こ
の
方
法
だ
と
、2
泊

3
日
の
短
期
入
院
で
行
う
こ
と
が
で
き

液
体
が
鼓
膜
の
奥
に
あ
る
鼓
室
に
た
ま

る
病
気
で
、痛
み
が
な
い
こ
と
が
特
徴
。

鼻
の
疾
患
や
ア
デ
ノ
イ
ド
肥
大（
咽
頭

扁
桃
病
的
肥
大
）な
ど
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
鼓
室
と
上
咽
頭
を
つ
な

ぐ
耳
管
の
働
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
鼓

膜
が
内
側
に
へ
こ
み
、
耳
閉
感
と
と
も

に
、
難
聴
の
症
状
が
現
れ
る
。
治
療
は

基
本
的
に
投
薬
や
耳
管
通
気
に
よ
る
が
、

悪
化
す
る
と
、
滲
出
液
を
除
く
鼓
膜
切

開
や
鼓
膜
チ
ュ
ー
ブ
留
置
術
な
ど
の
手

術
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

　

急
性
中
耳
炎
や
滲
出
性
中
耳
炎
の
悪

化
・
慢
性
化
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

慢
性
中
耳
炎
・
真
珠
腫
性
中
耳
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
る
た
め
、
こ

の
段
階
で
し
っ
か
り
と
治
療
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　

慢
性
中
耳
炎
は
急
性
中
耳
炎
の
慢
性

化
に
よ
る
も
の
で
、
中
年
層
に
多
く
見

ら
れ
る
。
あ
ま
り
痛
み
が
な
い
た
め
、

発
病
し
て
も
放
置
さ
れ
が
ち
だ
が
、
鼓

膜
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
で
、
中
耳
に

水
が
入
っ
た
り
感
染
が
起
き
た
り
す
る

と
、
耳
漏（
耳
だ
れ
）が
生
じ
、
聞
こ
え

も
悪
く
な
る
。
こ
う
な
る
と
穴
の
大
き

さ
に
関
係
な
く
、手
術
が
必
要
と
な
る
。

放
っ
て
お
く
と
炎
症
が
進
み
、
真
珠
腫

性
中
耳
炎
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

真
珠
腫
性
中
耳
炎
は
、
鼓
室
内
で
上

皮
細
胞
が
増
殖
し
、
周
囲
の
骨
な
ど
を

溶
か
し
て
い
く
病
気
。「
腫
」と
い
う
名

称
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
腫
瘍
や
が

ん
と
は
関
係

が
な
い
。
慢
性

中
耳
炎
に
比

べ
て
炎
症
の

度
合
い
が
強

い
進
行
性
の

病
気
で
、
5
～

10
年
と
時
間

を
か
け
て
徐
々

に
大
き
く
な

小
児
に
多
く
見
ら
れ
る

急
性
中
耳
炎
と
滲
出
性
中
耳
炎

手
術
に
よ
る
治
療
が
基
本
の

慢
性
中
耳
炎
と
真
珠
腫
性
中
耳
炎

耳
の
構
造
と
中
耳
炎

2006年・ ・・・・・・ 227例
2007年・ ・・・・・・ 249件
2008年・ ・・・・・・ 241件
2009年・ ・・・・・・ 298件
2010年・ ・・・・・・ 306件
2011年・ ・・・・・・ 351件
（2006-2011:大学病院1位、
2006-2009:全国病院3位、
2010-2011:同4位）

耳鼻咽喉科

阪
さか

上
がみ

　雅
まさ

史
ふみ

主任教授、副院長（2012 年4月より）

慢性中耳炎 真珠腫性中耳炎

兵庫医科大学病院
鼓室形成術総数

耳
じ

介
かい

外耳道

外耳 中耳 内耳
耳管

鼓室
鼓膜

蝸牛

耳小骨
三半規管

聴神経
前庭

■耳の構造

鼓
室
形
成
術
と
接
着
法

手
術
を
し
な
い
と
い
う
選
択
も

中耳炎

目・耳・鼻・口の
病気


